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 熊本大学60年史　部局史編　執筆者・協力者
※１　五十音順、所属及び敬称等は省略した。
※２　各章の編集担当には◎印を付した。　　

■第１編　生命科学系
□第１章　医学部
　執筆者　　荒木　栄一　　　興梠　博次　　◎竹屋　元裕　　　西　勝英
　　　　　　原田　信志　　　山本　哲郎
　協力者　　出良　真　　　　濱砂　建郎　　　松下　修三

□第２章　医学教育部
　執筆者　　西村　泰治　　　原田　信志　　◎山本　哲郎
　協力者　◎竹屋　元裕

□第３章　医学部附属病院
　執筆者　　荒木　栄一　　　安東　由喜雄　　生田　義浩　　　池田　学
　　　　　　猪原　淑子　　　猪山　賢一　　　岩井　正憲　　　岩瀬　弘敬
　　　　　　尹　浩信　　　　宇宿　功市郎　　内場　光浩　　　大串　幹
　　　　　　大林　光念　　　小窪　滋子　　　片渕　秀隆　　　川口　辰哉
　　　　　　菊池　健　　　　木下　順弘　　　黒田　豊子　　　黒田　豊
　　　　　◎興梠　博次　　　齋藤　秀之　　　佐々木　裕　　　谷口　純一
　　　　　　谷原　秀信　　　角田　等　　　　西　一彦　　　　橋田　昌弘
　　　　　　稗田　君子　　　本間　恵子　　　増口　信一　　　益田　美奈子
　　　　　　右田　香魚子　　満屋　裕明　　　三渕　浩　　　　安田　修
　　　　　　山下　康行　　　山田　和慶　　　山部　浩茂　　　山本　達郎
　協力者　　猪股　裕紀洋　　川添　光芳　　◎宮田　達也

□第４章　保健学教育部
　執筆者　◎荒木　不次男　　尾山　タカ子　　木原　信市　　　熊谷　エツ子
　　　　　　坂梨　京子　　　島村　正道　　　田中　紀美子　　角田　俊治
　　　　　　橋本　弘司　　　佛坂　博正　　　前田　ひとみ

□第５章　薬学部
　執筆者　　安陪　光恭　　　荒田　良則　　◎有馬　英俊　　　池水　信二
　　　　　　石塚　忠男　　　石塚　洋一　　　石原　務　　　　異島　優
　　　　　　今井　輝子　　　入江　徹美　　　入倉　充　　　　入口　利之
　　　　　　大浦　華代子　　大塚　雅巳　　　岡本　良成　　　小田切　優樹
　　　　　　甲斐　俊哉　　　甲斐　広文　　　門脇　大介　　　川原　修
　　　　　　川原　浩一　　　河端　茂　　　　北原　国明　　　城戸　裕
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　　　　　　國安　明彦　　　黒崎　博雅　　　古閑　真依　　　斎藤　秀之
　　　　　　猿渡　淳二　　　島本　真理子　　首藤　剛　　　　城　倫子
　　　　　　白﨑　哲哉　　　末永　綾香　　　杉本　幸彦　　　諏訪　喜昭
　　　　　　副田　二三夫　　高濱　和夫　　　高宗　暢暁　　　田代　昭
　　　　　　田中　健一郎　　田中　栄緒　　　寺沢　宏明　　　寺本　理香
　　　　　　冨高　友美　　　友田　カオリ　　中川　和子　　　中冨　宏
　　　　　　中村　堅兒　　　中村　志郎　　　中村　照也　　　西山　麻砂美
　　　　　　濱田　哲暢　　◎久恒　昭哲　　　平田　純生　　　福永　美里
　　　　　　藤田　雅紀　　　藤田　美歌子　　星野　竜也　　　松永　浩文
　　　　　　丸山　徹　　　　三隅　将吾　　　水島　徹　　　　宮田　敬士
　　　　　　村上　広高　　　メアリ・アン・スイコ　　　　　　森岡　弘志
　　　　　　矢原　正治　　　山川　直樹　　　山縣　ゆり子　　山口　一美
　　　　　　吉永　壮佐　　　米田　幸子　　　渡邊　博志

□第６章　薬学教育部
　執筆者　◎有馬　英俊　　　池田　剛　　　　礒濱　洋一郎　　大塚　雅巳
　　　　　　甲斐　広文　　　香月　博志　　　小谷　俊介　　◎白﨑　哲哉
　　　　　　末永　綾香　　　杉浦　正晴　　　塚本　佐知子　　中島　誠
　　　　　　中冨　宏　　　　久恒　昭哲　　　本山　敬一　　　矢原　正治

□第７章　生命科学研究部
　執筆者　　赤池　孝章　　　浅井　篤　　　　荒木　栄一　　　荒木　令江
　　　　　◎有馬　英俊　　　安東　由喜雄　　池田　剛　　　　池田　学
　　　　　　池水　信二　　　石塚　忠男　　　石塚　洋一　　　礒濱　洋一郎
　　　　　　伊藤　隆明　　　猪股　裕紀洋　　入江　徹美　　　入倉　充
　　　　　　岩瀬　弘敬　　　尹　浩信　　　　内野　誠　　　　宇都宮　大輔
　　　　　　浴野　成生　　　江藤　正俊　　　遠藤　文夫　　　尾池　雄一
　　　　　　大塚　雅巳　　　大屋　夏生　　　岡本　良成　　　小川　久雄
　　　　　　小田切　優樹　　甲斐　広文　　　片渕　秀隆　　　香月　博志
　　　　　　加藤　貴彦　　　川筋　道雄　　　川原　浩一　　　魏　長年
　　　　　　木下　順弘　　　木村　重美　　　國安　明彦　　　倉津　純一
　　　　　　黒崎　博雅　　　小糸　厚　　　　興梠　博次　　　小谷　俊介
　　　　　　小原　恭子　　　斎藤　秀之　　　阪口　薫雄　　　佐々木　裕
　　　　　　猿渡　淳二　　　篠原　正徳　　　首藤　剛　　　　白﨑　哲哉
　　　　　　メアリ・アン・スイコ　　　　　　末永　綾香　　　杉浦　正晴
　　　　　　杉本　幸彦　　　鈴木　実　　　　諏訪　喜昭　　　瀬戸山　千秋
　　　　　　宋　文杰　　　　副田　二三夫　　高濱　和夫　　　高宗　暢暁
　　　　　◎竹屋　元裕　　　田中　健一郎　　田中　英明　　　谷原　秀信
　　　　　　玉巻　伸章　　　塚本　佐知子　　寺沢　宏明　　　富澤　一仁
　　　　　　冨田　公夫　　　中川　和子　　　中島　誠　　　　中西　宏之
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　　　　　　中村　照也　　　西谷　陽子　　　西村　泰治　　　馬場　秀夫
　　　　　　濱田　哲暢　　　原田　信志　　　久恒　昭哲　　　福田　孝一
　　　　　　藤田　雅紀　　　藤田　美歌子　　星野　竜也　　　松永　浩文
　　　　　　水島　徹　　　　水田　博志　　　三隅　将吾　　　満屋　裕明
　　　　　　光山　勝慶　　　宮田　敬士　　　本山　敬一　　　森岡　弘志
　　　　　　矢原　正治　　　山縣　和也　　　山縣　ゆり子　　山下　康行
　　　　　　山本　達郎　　　山本　哲郎　　　湯本　英二　　　吉永　壮佐

□第８章　生命資源研究・支援センター
　執筆者　◎荒木　喜美　　　荒木　正健　　　礒部　靖博　　　上村　実也
　　　　　　浦野　徹　　　　川原　修　　　　城戸　裕　　　　古嶋　昭博
　　　　　　高椋　光博　　　中潟　直己　　　山村　研一

□第９章　エイズ学研究センター
　執筆者　　岡田　誠治　　　滝口　雅文　　　原田　信志　　◎松下　修三
　　　　　◎吉村　和久

□第10章　発生医学研究所
　執筆者　◎江良　択実　　　小川　峰太郎　◎小椋　光　　　　勝　賢二郎
　　　　　　粂　昭苑　　　　佐々木　洋　　　嶋村　健児　　　関　丘
　　　　　　千住　覚　　　　田賀　哲也　　　立石　智　　　◎中尾　光善
　　　　　　永渕　昭良　　　西中村　隆一　　山田　源　　　　山村　研一

■第２編　自然科学系
□第１章　理学部
　執筆者　　荒井　賢三　　　市川　聡夫　　◎伊藤　喜久男　　井上　尚夫
　　　　　　木村　弘信　　　實政　勲　　　　寺本　進　　　　戸田　敬
　　　　　　豊原　富士夫　　中村　政明　　　原岡　喜重　　　古島　幹雄
　　　　　　山元　淳　　　　吉田　昌文　　　渡邉　アツミ

□第２章　工学部
　執筆者　　秋山　秀典　　　芦原　評准　　　有次　正義　　　安藤　新二
　　　　　　飯田　全広　　　位寄　和久　　　池上　知顯　　　石飛　光章
　　　　　◎伊藤　重剛　　　井上　高宏　　　伊原　博隆　　　岩本　知広
　　　　　　上田　裕市　　　宇佐川　毅　　　内村　圭一　　　大渕　慶史
　　　　　　緒方　智成　　　岡部　猛　　　　奥野　洋一　　　尾原　雄三
　　　　　　勝木　淳　　　　角田　法也　　　河原　正泰　　　木田　建次
　　　　　　北園　芳人　　　國武　雅司　　　久保田　弘　　　小糸　康志
　　　　　　神澤　龍市　　　小塚　敏之　　　後藤　元信　　　坂本　重彦
　　　　　　坂本　英俊　　　佐田富　道雄　　里中　忍　　　　澤田　剛
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　　　　　　城　昭典　　　　末吉　敏則　　　苣木　禎史　　　趙　華安
　　　　　　連川　貞弘　　　峠　睦　　　　　鳥越　一平　　　中村　有水
　　　　　　西本　昌彦　　　西山　勝彦　　　原田　博之　　　檜山　隆
　　　　　　廣江　哲幸　　　藤吉　孝則　　　藤原　和人　　　町田　正人
　　　　　　松島　章　　　　松田　光弘　　　松田　元秀　　　松永　信智
　　　　　　松本　泰道　　　丸茂　康男　　　水本　郁朗　　　三田　長久
　　　　　　宗像　瑞恵　　　村上　聖　　　　村山　伸樹　　　森園　靖浩
　　　　　　矢野　隆　　　　山崎　倫昭　　　横井　裕之

□第３章　自然科学研究科
　執筆者　　秋山　秀典　　　荒井　賢三　　◎伊藤　喜久男　◎伊藤　重剛
　　　　　　伊東　龍一　　　大本　照憲　　　小川　厚治　　　尾原　祐三
　　　　　　河原　正泰　　　木村　弘信　　　坂本　英俊　　　瀧尾　進
　　　　　　寺本　進　　　　戸田　敬　　　　富村　寿夫　　　豊原　富士夫
　　　　　　内藤　幸一郎　　中村　政明　　　中村　有水　　　西本　昌彦
　　　　　　西山　忠男　　　松島　章　　　　松本　泰道　　　吉田　昌文
　　　　　　渡邉　アツミ

□第４章　沿岸域環境科学教育研究センター
　執筆者　　秋元　和實　　　嶋田　純　　　　嶋永　元裕　　　瀧尾　進
　　　　　　滝川　清　　　◎逸見　泰久

□第５章　衝撃・極限環境研究センター
　執筆者　　赤井　一郎　　　久保田　弘　　　檜山　隆　　　◎外本　和幸
　　　　　　真下　茂

□第６章　バイオエレクトリクス研究センター
　執筆者　　秋山　秀典　　　勝木　淳　　　　後藤　元信　　◎高野　博嘉
　　　　　　浪平　隆男　　　矢野　憲一

■第３編　人文・社会科学系
□第１章　法文学部
　執筆者　◎吉村　豊雄

□第２章　文学部、文学研究科
　執筆者　　足立　啓二　　　市川　雅己　　◎伊原　信一　　◎江川　良裕
　　　　　◎大杉　佳弘　　　荻野　蔵平　　　隈元　貞広　　　慶田　勝彦
　　　　　　 玉　望　　　　小松　裕　　　　三瓶　弘喜　　　シンジルト
　　　　　　杉井　健　　　　杉谷　恭一　　　鈴木　寛之　　　高橋　隆雄
　　　　　◎寶月　拓三　　　松浦　雄介　　　山田　積　　　　吉川　榮一
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　　　　　◎吉村　豊雄　　　渡邊　功

□第３章　法学部、法学研究科
　執筆者　◎深町　公信

□第４章　社会文化科学研究科
　執筆者　　岩岡　中正　　　上野　眞也　　　鈴木　克明　　　福澤　清
　　　　　◎森　正人　　　　安川　文朗　　　山崎　広道　　　山下　徹
　　　　　　吉川　榮一　　　渡邉　功

□第５章　法曹養成研究科
　執筆者　　石橋　洋　　　　橋本　眞　　　　平田　元　　　　松原　弘信
　　　　　　山本　悦夫
　協力者　◎福山　素士

□第６章　教育学部、教育学研究科
　執筆者　　跡上　史郎　　　池田　志郎　　　今村　靖男　　　大迫　靖雄
　　　　　　大塚　幸裕　　　緒方　信行　　　岸木　敬太　　　五嶋　改藏
　　　　　　田中　洋一　　　谷口　紘八　　　塚本　光夫　　　辻野　智二
　　　　　　黨　武彦　　　　登田　龍彦　　　中川　保敬　　　錦井　利臣
　　　　　　春田　直紀　　　藤中　隆久　　　干川　隆　　　　堀　浩太郎
　　　　　　松田　芳子　　◎宮瀬　美津子　　山本　信也　　　吉田　道雄
　　　　　　吉永　誠吾
　協力者　　椙山　範夫

□第７章　特別支援教育特別専攻科
　執筆者　　干川　隆
　協力者　◎宮瀬　美津子

□第８章　養護教諭特別別科
　執筆者　　入谷　仁士
　協力者　◎宮瀬　美津子

■第４編　学内共同教育研究施設系
□第１章　附属図書館
　執筆者　　秋吉　陽一郎　　安陪　光恭　　　川内野　祐子　　田川　登紀子
　　　　　◎永田　正次　　　永村　典子　　　成田　和則　　　新野　靖
　　　　　　濵﨑　千雅　　　宮津　照代

□第２章　保健センター
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　執筆者　◎岸川　秀樹

□第３章　大学院先導機構
　執筆者　◎北村　武紀

□第４章　イノベーション推進機構
　執筆者　　荒井　俊昭　　　大串　渉　　　◎緒方　智成　　　草野　民三
　　　　　　古家　達也　　　佐藤　嘉洋　　　里中　忍　　　　志賀　春美
　　　　　　千田　晋　　　　土本　百合子　　永井　勝幸　　　野崎　実奈
　　　　　　守田　はるな　　山村　研一　　　吉本　昭彦

□第５章　国際化推進機構、国際化推進センター
　執筆者　◎小脇　光男　　◎鳥居　修一　　　古川　憲治

□第６章　総合情報基盤センター
　執筆者　　入口　紀男　　　上野　陽子　　　木田　健　　　　久保田　真一郎
　　　　　　島本　勝　　　　杉谷　賢一　　◎辻　一隆　　　　永井　孝幸
　　　　　　中野　裕司　　　林　恵里　　　　松元　亜樹　　　右田　雅裕
　　　　　◎武藏　泰雄　　　渡　久美子

□第７章　大学教育機能開発総合研究センター
　執筆者　　大森　不二雄　　岡部　勉　　　菅岡　強司　　◎安浪　誠祐
　　　　　　渡邊　あや

□第８章　政策創造研究教育センター
　執筆者　　上野　眞也
　協力者　◎河村　洋子　　◎矢加部　和幸

□第９章　五高記念館
　執筆者　　岩﨑　竹彦　　◎薄田　千穂

□第10章　ｅラーニング推進機構
　執筆者　◎喜多　敏博　　　松葉　龍一
　協力者　　伊澤　睦　　　　坂田　愛　　　　坂本　瑞穂　　　志村　友行
　　　　　　常本　有紀　　　西本　陽子　　　橋本　考司　　　花田　亜希子
　　　　　　宮川　崇仁　　　龍　富美子

□第11章　環境安全センター
　執筆者　　首藤　征男　　　城　昭典　　　　古川　憲治　　　矢原　正治
　　　　　◎山口　佳宏
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　協力者　　片山　謙吾　　　前田　聖子

□第12章　教養教育実施機構
　執筆者　◎岡部　勉
　協力者　　坂梨　正治　　　田中　雄次

□第13章　埋蔵文化財調査室
　執筆者　　大坪　志子　　◎小畑　弘己　　　木下　尚子

□第14章　事務組織
　執筆者　　荒木　英昭　　　岩間　吉治　　　浦田　秀一　　　尾方　憲一
　　　　　◎小原　康伸　　　久保田　英明　　坂梨　正治　　　澤田　敬
　　　　　　城川　由美　　◎鈴木　武　　　　角崎　康弘　　　芹川　克朗
　　　　　　芹川　敏郎　　◎園田　秋雄　　　園田　哲朗　　　田代　真治
　　　　　　中村　志郎　　　中村　正人　　　西村　兆司　　　西山　弘樹
　　　　　　濱津　篤　　　　平川　勝次　　　福本　哲也　　　増村　隆之
　　　　　　丸山　義美　　　宮田　達也　　　宮津　勇一　　　村上　博昭
　　　　　　森　保夫　　　　森部　英俊　　　柳瀬　寿　　　　山内　裕治
　　　　　　山田　雅昭　　　吉井　裕治　　　吉本　昭彦
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 熊本大学60年史編纂委員会

■委員長
　　　　　　　菅原　勝彦　　2008年４月１日～2009年３月31日
　　　　　　　田口　宏昭　　2009年４月１日～2011年３月31日
　　　　　　　山中　　至　　2011年４月１日～現在

■60年史編纂室室長
　　　　　　　安田　宗生　　2008年４月１日～現在

■60年史編纂室副室長
　　　　　　　三澤　　純　　2008年４月１日～現在

■附属図書館長
　　　　　　　田口　宏昭　　2008年４月１日～2009年３月31日
　　　　　　　入口　紀男　　2009年４月１日～2011年３月31日
　　　　　　　森　　正人　　2011年４月１日～現在

■文学部
　　　　　　　小林　幸夫　　2008年４月１日～2011年３月21日
　　　　　　　吉村　豊雄　　2011年３月22日～現在

■教育学部
　　　　　　　宮瀬美津子　　2008年４月１日～現在

■法学部
　　　　　　　岩岡　中正　　2008年４月１日～2010年３月31日
　　　　　　　深町　公信　　2010年４月１日～現在

■社会文化科学研究科
　　　　　　　安田　宗生　　2008年４月１日～2010年３月31日
　　　　　　　森　　正人　　2010年４月１日～現在

■保健学教育部
　　　　　　　荒木不次男　　2008年４月１日～現在

■法曹養成研究科
　　　　　　　林　　勝美　　2008年４月１日～2010年３月31日
　　　　　　　木下　和朗　　2010年４月１日～2011年３月31日
　　　　　　　福山　素士　　2011年４月１日～現在
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■医学部附属病院
　　　　　　　興梠　博次　　2008年４月１日～現在

■総合情報基盤センター
　　　　　　　武藏　泰雄　　2008年４月１日～現在

■大学教育機能開発総合研究センター
　　　　　　　安浪　誠祐　　2008年４月１日～現在

■生命資源研究・支援センター
　　　　　　　鈴木　　操　　2008年４月１日～2010年２月27日
　　　　　　　荒木　喜美　　2010年２月28日～現在

■エイズ学研究センター
　　　　　　　吉村　和久　　2008年４月１日～2012年３月31日
　　　　　　　松下　修三　　2012年４月１日～現在

■発生医学研究所（旧発生医学研究センター）
　　　　　　　中尾　光善　　2008年４月１日～2009年３月31日
　　　　　　　江良　択実　　2009年４月１日～現在

■自然科学研究科・理学系
　　　　　　　伊藤喜久男　　2008年４月１日～2012年３月31日
　　　　　　　渡邉アツミ　　2012年４月１日～現在

■自然科学研究科・工学系
　　　　　　　伊藤　重剛　　2008年４月１日～現在

■生命科学研究部・医学系（旧医学薬学研究部）
　　　　　　　竹屋　元裕　　2008年４月１日～現在

■生命科学研究部・薬学系（旧医学薬学研究部）
　　　　　　　有馬　英俊　　2008年４月１日～現在

■運営基盤管理部・総務担当部長（旧総務部長）
　　　　　　　本田　政則　　2008年４月１日～2008年７月21日
　　　　　　　山本　　晃　　2008年７月22日～2008年９月15日　※総務部長事務取扱
　　　　　　　小原　康伸　　2008年９月16日～2011年３月31日
　　　　　　　鈴木　　武　　2011年４月１日～2012年３月31日
　　　　　　　山下　　登　　2012年４月１日～現在

■教養教育機構（旧教養教育実施機構）
　　　　　　　岡部　　勉　　2009年１月26日～現在
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 熊本大学60年史　部局史編　系代表者

□生命科学系
　　　　　　　有馬　英俊　　生命科学研究部・薬学系

□自然科学系
　　　　　　　伊藤　重剛　　自然科学研究科・工学系

□人文・社会科学系
　　　　　　　深町　公信　　法学部

□学内共同教育研究施設系
　　　　　　　緒方　智成　　イノベーション推進機構
　　　　　　　岡部　　勉　　教養教育機構
　　　　　　　小畑　弘己　　埋蔵文化財調査センター
　　　　　　　喜多　敏博　　eラーニング推進機構
　　　　　　　森　　正人　　附属図書館

 熊本大学60年史編纂室

□顧　問
　　　　　　　小野　友道　　2008年４月１日～現在
　　　　　　　平山　忠一　　2008年４月１日～現在

□60年史編纂室長
　　　　　　　安田　宗生　　2008年４月１日～現在

□60年史編纂副室長
　　　　　　　三澤　　純　　2008年４月１日～現在

□学術研究員
　　　　　　　上野平真希　　2008年４月１日～現在

□事務職員
　　　　　　　松藤　典生　　2008年４月１日～2012年３月31日
　　　　　　　浦田　博臣　　2010年４月１日～2012年３月31日
　　　　　　　木庭　惠一　　2012年４月１日～現在



　『熊本大学60年史　部局史編』が公刊の運びとなりました。熊本大学は1949年５月に６
つの官立学校（第五高等学校、熊本師範学校、熊本青年師範学校、熊本医科大学、熊本薬
学専門学校、熊本工業専門学校）を統合して新制国立大学として開学し、2009年に開学60
周年を迎えました。熊本大学60年史刊行事業はこの60周年記念事業の柱のひとつであり、
2008年４月に熊本大学60年史編纂委員会及び60年史編纂室が設置され、60年史全３巻（写
真集・部局史編・通史編）の編纂が開始されました。昨年10月に第１巻『写真集』が刊行
され、このたび第２巻『部局史』が上梓されました。
　本学は60年間の歩みの中で、生命科学系・自然科学系・人文社会科学系からなる３つの
大学院と文学部・教育学部・法学部・理学部・医学部・薬学部・工学部からなる７学部を
中核とする総合大学、西日本有数の研究拠点大学（教職員数約2,000人、学部生数約8,000
人、大学院生約2,000人）へと発展を遂げてきました。
　『熊本大学60年史　部局史編』は、第１編生命科学系、第２編自然科学系、第３編人文
社会科学・教育系、第４編学内共同教育研究施設系で構成されています。この編成は本学
３系の大学院を反映させたものであり、第４編は13の学内共同教育研究施設及び事務組織
です。『部局史』の中に、各部局の発展の歴史とそれを支えた多くの先輩諸士の航跡を辿る
ことができます。また、本誌は国立大学の法人化が国立大学へいかなる変化・変革をもた
らしたかについても言及した、これまでに比例をみない大学史という特徴も有しています。
　『熊本大学60年史』は、本学の60年間の軌跡を記録し、つぎの60年への創造的発展を期
する道標であり、未来を照射する灯台です。完結が俟たれます。
　最後になりましたが、本誌の責任編集にあたられた60年史編纂室の安田宗生室長（60年
史編纂室特任教授）はじめ編纂委員の皆さまのご苦労は一入であったろうと忖度します。
本誌の編集にお力添えをいただいた皆さまお一人おひとりに感謝の意を表します。

熊本大学60年史編纂委員長　

山 中　至

編集後記
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